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「ものづくりデータ取引」
プロジェクト実現セミナー
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データ取引とは？（ＢtoＢの場合）

4

売る人
（Buyer）

買う人
（Seller）

データ

100円

400円

3,500円

650円30円
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データ取引とは？（ＢtoＢの場合）

5

ABC工業

EFG設計

支払い

設計データ

注文＋仕様

ABC工業

ＪＫＬ技研

支払い

合否判定

注文＋計測データ

設計された内容
に対する対価

分析した結果に
対する対価

業務＝コト に対する
対価を支払うために
データが介在
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データを介した取引関係の例

6

ABC工業 見積依頼データ MＮ機械

ＯＰ産業

機械稼働
データ

ＱＲ保全

部品在庫データ

ＳＴＵ物産

出退勤
データ

ＶＷライフ

財務データ

ＹＺ会計事務所
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ABC工業 見積依頼データ MＮ機械

ＯＰ産業

機械稼働
データ

ＱＲ保全

部品在庫データ

ＳＴＵ物産

出退勤
データ

ＶＷライフ

財務データ

ＹＺ会計事務所

データを介した取引関係の例

7

◼ これまでは、デジタルデータがなくても取引は行っていた。

◼ これからは、デジタルデータがあると取引がよりスムーズになる。

◼ デジタルデータだからこそ可能な新たなサービスの取引とは？
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「ものづくりデータ取引」の定義

9

ものづくりデータ取引とは、製造業が生み出す
データを、信頼する第三者に提供することで、
相手の知識や業務との連携を深め、相互につ
ながることを通して得られた付加価値を、あら
かじめ定めた契約にしたがって配分することが
可能なしくみ。

by インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ
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ＣＩＯＦとは・・・

• データそのものに値を付けて売り買いするもので
はありません。

• データを無償提供、あるいはオープンデータの取
り組みではありません。

•特定の登録メンバーに限定して、データを共有す
るしくみでもありません。

10

ＣＩＯＦとは、つながるものづくりの組織単位（ＳＭＵ）が、他の
組織とつながり、より高度なバリューチェーンを実現するた
めに、両者の間でやりとりされるデータを、用語の意味や用
法の違いを加味したうえで、契約にもとづく取引として信頼
ある形で流通させることを可能にするしくみです。

注）SMU（Smart Manufacturing Unit）
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ＣＩＯＦができるまで・・・

11

これまで、工場の現場では、ＦＡ（ファクトリーオートメーション）やＰＡ（プロ
セスオートメーション）により、デジタル化、自動化が個別に進められてきま
した。その結果、生産ラインなど自動化の島の内部ではつながっていても、
それら既存の自動化された島をつなぐ相互運用性に課題がありました。

そこで、工場内で個々の装置や生産ライン、そして異なる現場のアプリ
ケーションを相互につなぎ、さらには、ＥＲＰやクラウド上のシステムとも
データを送受信できるプラットフォームが提供されるようになりました。これ
によって、工場の内部は比較的データ活用がしやすくなりました。

しかし、ＩＶＩが目指す「つながるものづくり」の世界は、工場を超えて、企業
を超えて、場合によっては利害関係が対立する相手も混在するなかで、よ
り柔軟でかつ効率的なＷｉｎ－Ｗｉｎの業務連携を構築する必要があります。
これを実現するのはＣＩＯＦです。

昨日

今日

明日

まだ、できていませんが・・。
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データによるマネタイズのしくみ

12

従来型の場合

ＣＩＯＦの場合

３Ｄプリンタ
プログラム

３Ｄプリンタ
操作者

３Ｄプリンタ
プログラム作成者

購買
担当

３Ｄプリンタ
プログラム

３Ｄプリンタ
操作者

３Ｄプリンタ
プログラム作成者

購買
担当

実際に３Ｄプリンタで製作
した数に応じて支払う

プログラムに仮設定
した価格を支払う
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ＣＩＯＦの特徴

13

提供する
データ

利用する
データ

送信する 受信する

データがつながる

従来の方式

データの提供者

提供するデータ

提供する
プロセス

提供するサービス

関係する
イベント

利用するデータ

利用する
プロセス関係する

イベント

利用するサービス

データを介して
サービスが
つながる

ＣＩＯＦの方式

データの利用者

データの
利用者

データの
提供者

データがどのように利用
されたかは把握できない。

ただし、

例）３Ｄプリンタ
で加工した
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ＣＩＯＦの特徴

14

データの提供者

提供するデータ

提供する
プロセス

提供するサービス

関係する
イベント

利用するデータ

利用する
プロセス関係する

イベント

利用するサービス

データを介して
サービスが
つながる

ＣＩＯＦの方式

データの利用者

データ
証明

事前の取り決め

データプロファイル

サービスプロファイル

契約プロファイル
サービス
履歴

送信
履歴

ブロックチェーン
（分散台帳）
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従来のＥＤＩとの違い

15

ＥＤＩ（企業間の電子データ交換）

ＣＩＯＦの方式従来の方式

辞書はあらかじめ
決められたものを利用

辞書をしっかり勉
強し、辞書のこと
ばで手紙を記述

辞書は複数から選択可能
自分専用の辞書を登録可能

自分に向き合
い、自分のこと
ばで記述
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共通辞書と個別辞書の関係

16

Ｂさんが

普段使って
いる辞書

Ａさんが

普段使って
いる辞書

共通辞書として
もっとも近い辞書を
１つ選択

電子データ

変換テーブルをあらかじめ用意 変換テーブルをあらかじめ用意

注）変換するのはフォーマットであり、
データの値は変換しません。
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現場のさまざまな情報が送れます

17

注文書（単票形式）

納品書（単票形式）

検収書（単票形式）

請求書（単票形式）

見積依頼書

準原価表標

在庫一覧表

生産計画表

作業指示書

設備稼働表

工程進捗表

品質検査書

不具合管理表

作業手順書

設備故障履歴

稼働率一覧表

歩留管理表

能力計画表

ライン配置表

スキル管理票

点検予定表

出来高管理表 出荷予定表

受入検査票

棚卸管理表

従来のＥＤＩ

ＣＩＯＦの方式

あらかじめ標準フォーマットが２者間で合意できるもののみ

納入指示書（単票形式）
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リファレンスアーキテクチャー（ものづくり分野）
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アメリカ
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つながるものくりのためのＩＶＲＡ

役者／モノ
情報／データ

スマートな
ものづくり単位
（ＳＭＵ）

サプライヤー

HCT

HCT

HCT

HCT
物流センター
（ＳＭＵ）

客先工場
協力工場（ＳＭＵ）

スマートな
移送単位
（ＰＬU）

ID ¥

ＰＬU

ID ¥

連携
管理

連携
管理

HCS

ＳＭＵ

ＳＭＵ

ハイパー連携
サーバー
（ＨＣＳ）

ハイパー連携
ターミナル
（ＨＣＴ）

ＰＬU

ID

20
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システム基本構成

21

F/W

インターネット

HCS

HCT

ECU

HDS

ECU

LAN（TCP/IP）

工業用
Ethernet等

HCS

サイト（エッジ）内

HTTPS

１つのHCTがローカル

にアクセス可能な範囲
をサイトとして定義する。

HCTはインターネット上
の１つのHCSにアクセ
スすることができる。

辞書
サーバ

連携サーバ

連携ターミナル

エッジコント
ローラー

エッジ
デバイス

アプリ
実装

HCM

連携マネージャ

EDU EDU

ACMACMACM

EDUEDUEDU

ACM

エッジコント
ローラー
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用語（その１）

• 連携サーバー（ＨＣＳ）・・・インターネット上に配置され、
配下の連携ターミナルとの通信を行うと共に、他のサ
―バとの通信により、ヘテロなサイト間の連携を可能
とする。

• 連携ターミナル（ＨＣＴ）・・・各サイトのプライベートな
ネットワーク内に位置し、ローカルなＩＰアドレスを持つ。
外部のインターネットとは、あらかじめ設定したHCSと
のみ通信する。

• 辞書サーバー（ＨＤＳ） ・・・共通辞書、個別辞書、およ
び変換テーブルを管理し、登録や修正、検索などに対
応する。個別データ辞書をサイトごとに管理しつつ、共
通データ辞書の改変を支援する。

• 連携マネージャ（ＨＣＭ） ・・・エッジ内のデータを管理
する管理者に対して、データ流通の内容や利用方法、
辞書の利用や変換方式などを設定するための画面を
提供する。

22
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用語（その２）

• ＥＣＵ（エッジコントローラー）・・・連携ターミナルと
直接やりとりし、データの受け渡しを行うソフトウェ
ア。各連携ターミナルが管轄するサイトごとに最低
１つ存在し、データ取引（提供または利用）のため
の処理を実施する。

• ＡＣＭ（アプリ構成モデル）・・・データを提供する
サービス、またはデータを利用するサービスを持ち、
エッジデバイス上に実装されるソフトウェア。インス
トールすることでアプリ実装となる。

• ＥＤＵ（エッジデバイス）・・・エッジ内でに存在し管
理対象となるハードウェア。エッジコントローラー、
アプリ構成モデルの実装形式であるアプリ実装は、
いずれかのエッジデバイスが対応する。

23
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製造業オープン連携フレームワーク（ＣＩＯＦ）

製造業の経営課題

品質データは正しく管
理されていますか？

海外へＣＡＤデータを
安心してだせますか？

現場の技能データは
共有できていますか？

特徴１ 機能がシンプルなのでつなぎやすい！
→配達証明付きの国際郵便局

辞書による変換で世界が変わる
→現場の方言を二重の辞書で解消

データ連携のためのプロファイル
→データオーナシップを確保します。

特徴２

特徴３

～ ものづくりの現場からサービスの現場まで ～

つながる“コト”で中小企業の飛躍を支援します！

進化する辞書による知識獲得

データによる取引先連携強化

課金のためのデータ利用履歴

（物流）モノ

（商流）データ

（金流）お金
技術的アドバンテージ

2018年度実証実験（経済産業省補助金）
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ・ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ、DMG森精機、日立製作所、ファナック、三菱電機

ID

ID

契約書

契約書

契約書

24



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

製造PF

現場（エッジ）をデジタルで強化する

製造PF

製造PF

Connected
Industries
Open Framework

現場はデータの提供者

データを呼び込み
現場で知識を生み出す 生産現場の

豊富な知識

オープン（協調）

クローズ（競争）

自律分散型
（相互連携）

25
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データ流通アーキテクチャー

HCS HCS HCTHCT ECU

受信側
サービス

送信側
個別辞書

受信側
個別辞書

共通辞書

項目を
変換

ECU

送信側
サービス

DTM

連携
ターミナル

連携
サーバー

連携
サーバー

HDS

CDD
LDD LDD

変換
マップ

DTM変換
マップ

連携
ターミナル

項目を
変換

インターネット（暗号化）

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

取引
プロファイル

取引
プロファイル

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

契約ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

辞書サーバー

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

☑データの内容を事前に規定
☑データの用途を事前に同意
☑データの権利と義務を契約

HCM 連携
マネージャ

HCM

①PULL型
→必要なデータを
都度要求する

②PUSH型
→イベントごとに
データを提供する

連携
マネージャ

26
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配達証明付き国際郵便（ゆるやかな標準）

27

HCS
HCS

HCS

HCS
HCS

HCS

HCT

ターミナルさえあれば
どこでもつながる

ハイパー
コネクション
ターミナル

スマートな
ものづくり
単位（現場）

スマートな
ものづくり
単位（現場）

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｪｰｽﾞ

取引契約フェーズ

取引実施フェーズ

取引確認フェーズ

ハイパーコネクション
サーバー

クラウドサービス HCT

HCT

HCT

HDS

辞書サーバー

必要なデータを必要
なときに必要なところ
で利用する

エッジを
強化
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データによる業務連携ができるしくみ

28

×

CSV CSV

HC

T

HC

T

HC

T

HC

S
事務所

加工現場

修理／サービス

事務所と現場をつなぎます。
郵便感覚でデータを送れます。
送付した事実は証明できます。

取引先 ＩｏＴの現場

オートメーション
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機能がシンプルなのでつなぎやすい！

リアルタイムではありません。
• データの送信は、ファイル単位でありバッチ（まとめ）
処理となります。一回の送信に数秒かかる場合も多
く、リアルタイムな制御などではつかえません。

やりとりはありません。
• データの提供者、データの利用者の間で、データの
送信は１回で完了します。複雑な取り決め（プロトコ
ル）に対応したロジックは設定できません。

データは保持しません。
• データの提供者とデータの利用者の間で、バッファと
して一時的なものを除けば、システムは、送信データ
を保持することも、開封することもできません。

29
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辞書による変換で世界が変わる

30

データの提供者とデータの利用
者で、データが異なる用語を用い
て、異なる意味で記述されている

共通の用語を定義し、それぞれ
の側が共通の意味でデータを記
述し活用できるように徹底する。

すでに決まった共通の用語で定
義できない場合は、相手の知らな
いところで個別の用語を利用する。

それぞれの側で独自の用語を定
義し、それらの用語を辞書として
共通の用語で定義し関連づける。

それぞれの側でボトムアップに用
語の定義や改変が可能であり、
システムの柔軟性が大幅アップ。

従来の
アプローチ

新しい
アプローチ

特徴２
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データ連携のためのプロファイル

利用
プロセス

データ

個々の伝送内容

サービス
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

データ
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

契約
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

契約プロファイルは、データを
流通させる際の権利関係や
対価の支払いに関する合意
内容を2者間で定めたもの

HCT ECU EDU

イベント

ひな形 契約履歴

HCTECUEDU

取得プロセス

データ
☑・・・・・・
☑・・・・・・
☑・・・・・・

事前の合意

■誰が使うか（ＥＳＵ）
■どこで使うか（ＥＤＵ）
■何に使うか（ＰＣＩ）
■いつ使うか
■どれだけ使うか

有効期間 □＿日まで
有効回数 □＿回まで
データ保存 □許可（場所）
利用履歴 □必須（＿日）
報告義務 □都度／集計
報告内容 □ECR／PCE

契約書
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標準仕様

現場の
業務Ｂ

現場の
業務Ａ

連携辞書

現場の
業務Ａ

現場の
業務Ａ

接続仕様

標準の接続仕様に自分を合わせる

接続仕様を自分の仕様に合わせる

32

ゆるやかな標準＝選択（修正）可能な標準

ターミナル

自分の仕様に近い
辞書を用いて接続仕
様を個別に定義

単一の接続仕様に合わ
せないとつながらない
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辞書のライフサイクル

個別辞書
の展開

共通辞書
の整備

辞書利用
の調査

新たな辞書
の検討

個々の現場で個別の
実情にあわせて共通
辞書を活用する

個々の現場で実際に利
用された辞書と個別に定
義された内容を調べる

頻度の高い用語につい
て名寄せを行い共通辞
書への追加を検討する

定期的に共通辞書の
内容を見直し互換性
を考慮して更新する

ステージ１

ステージ２

ステージ３

ステージ４

共通
辞書

索引
index

競争的協調領域（Open&Closed）

内容
content

競争領域（Closed）

形式
format

協調領域（Open）

シンタックス／フォーマッ
ト／オントロジー／表記
要素／メタデータ

パラメータ／計測データ／ノウ
ハウデータ／設計データ／加
工データ／予実データ

辞書／カテゴリ／プロファイ
ル／カタログ／スキーマ／イ
ンデックス／インタフェース
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もくじ

1. IVIのご紹介

2. ものづくりデータ取引とは

3. ＣＩＯＦアーキテクチャー概要

4. システムの実装方法と動作イメージ

5. ステークホルダー別ビジネスモデル

6. 今後のスケジュールとビジネス展開

7. プロジェクトへの参加方法

8. 質疑応答
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カテゴリー１：知財としてのデータ流通

加工に関するノウハウやＮＣプログラムなど、営業
秘密として価値が高い情報をデータとして外部の取
引先と共有する場合に、相手先の状況によっては、
管理が徹底できず、技術漏洩のリスクがある。この
ような場合に、知財としてのデータの送信先におい
て、データの保存、修正、削除を、ＣＩＯＦが取引契約
にもとづき監視し、かつ利用の実績を必要に応じて
照会することで、取引先との高い信頼関係に裏付け
られた生産プロセスの共有を可能とする。

知財としてのデータのオープン＆クローズ
ビジネスモデル開発
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カテゴリー２：検査データと品質保証

高度な品質を実現するには、出荷検査や受入検査
に加えて、工程内検査でも、適切な検査が要求され
る。こうした検査結果をデータ化し、 CIOFにより、関

連する複数拠点で共有し、必要に応じてトレースし
問題発見に活用することで、適正な品質管理を現場
サイドと経営サイドが一体となって管理し、より公正
でかつ効果的なしくみとする。また、ブロックチェーン
技術を利用して、品質データの正当性を保証し、高
品質を強みとして製造業を高付加価値化する。

検査データ管理による品質保証の強化と
製造業の高付加価値化
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カテゴリー３：中小企業の取引連携

生産プロセスの一部や、製品の一部となる部品を生
産する中小製造業は、比較的規模が小さく、現場の
オペレーションと経営とが一体となっている場合が
多い。取引先からの注文の内示や、出荷した部品
の検収な状況などを、CIOFによって中小企業が不

利な立場とならないように企業を超えて共有するこ
とで、デジタル化による中小企業の管理レベルの向
上と経営力向上につなげ、同時に発注側であるメー
カーの生産性向上にもつなげる。

現場データと取引先の業務プロセスとの
統合による中小企業強化
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カテゴリー４：ＡＩよる現場の知能化

設備から得られる膨大なデータを、価値データとす
るには、作業者、材料、方法、そして環境などの
データと関連づけて管理する必要があるが。こうし
たビックデータの保管場所や保管方法は経営戦略
上とても重要であり、特に現場のノウハウを含む膨
大なデータを社外に置くことには抵抗がある。CIOF

により、一次データはエッジサイドで分散管理し、ＡＩ
による学習モデルが確定した時点で、必要なデータ
を必要な形で提供するしくみとする。

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析
による設備保全の知能化
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データ流通の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象業務に対応した辞書や業務ア
プリの構造などを登録する。

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグ
レーター、対象業
務のエキスパート

マーケティング担
当者、取引先営業、
契約担当者

調達担当者、出荷
担当者、現場の業
務担当者

経理担当者、品
質担当者、経営
戦略室スタッフ

プラットフォーマー、
コンポーネント企
業、標準化団体
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辞書の粒度について

Service Component Model

Application Component Model

Process Component Model

Data 

Interface 

Application 

Service 

Service 

Process 

Event 

Data 

Data 

Process 

Event 

Application layer

Micro Service layerProcess layer

Process 

Process 

Service 

アプリ構成モデル

サービス構成モデル

プロセス構成モデル
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辞書設定（サービスの定義：ロジック）

41

サービスとして外
部に公開する
サービスの単位
を設定する

サービスを起動す
るイベント、およ
び終了イベントを
設定する

サービスを実際に
行うプロセスの単
位をすべて指定
する。

インプット、アウト
プットとなるすべ
てのデータを設定
する

モノや情報など、
目で見える構成
要素を追加し、関
係を図示する

サービス

モノ 情報

サービス

イベント

プロセス
データ
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辞書設定（システム詳細：データモデル）

42

データ（ＤＣＭ）について名
称と簡単な説明を設定する。

データを利用するプロセス
（これはプロセス側で指定）

データの項目
を設定する

データに連結する他
のデータがある場合
はそれを設定する

データ連結
のキーを設
定する

既存のデータから
ドラッグ＆ドロップ
で設定する場合に
利用する

データ利用

データ

データ項目

データ連結

連結キー
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辞書設定（システム詳細：プロセスモデル）

43

プロセス（ＰＣＭ）について名
称と簡単な説明を設定する。

データを利用する
データを設定する。

プロセスを起動するため
のイベント、または完了
時のイベントを設定る

プロセスの事前条件、事後条件を、
データやデータ項目、あるいはプロ
セスと関係づけて設定する。

既存のデータから
ドラッグ＆ドロップ
で設定する場合に
利用する

データ利用

イベント

事前条件

事後条件

プロセス
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データ流通の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグ
レーター、対象業
務のエキスパート
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エッジコントローラーの実装パターン

連携ターミ
ナル ｴｯｼﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ アプリ実装

アプリ実装

エッジコント
ローラー

アプリ実装

連携マネー
ジャー

連携
サーバー

辞書
サーバー

F/W

他社の
エッジサイト

デバイス１

デバイス２

デバイス３

デバイス４

アプリ実装

インターネット

独自のプロトコル

エッジコントローラー／アプリ実装

HTTPHTTPS
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連携マネージャーによるエッジ構成の登録

46

ターミナル登録

エッジ資産管理

アプリ構成管理
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ＩＶＩコンポーネントの要件（コントローラー）

•連携ターミナルとＬＡＮ経由で、ＨＴＴＰのクライアン
トとして接続できること。

•連携ターミナルに対して、一定の間隔でポーリング
し、自分宛のメッセージを取得できること。

•連携ターミナルに対して、要求メッセージを送信し、
そのステータスを管理できること。

•取得したメッセージに対する回答を、回答メッセー
ジとして連携ターミナルに対して送信できること。

•特定のデータ実装の変化（削除、複製、改変）を連
携ターミナルへ報告すること。

•特定のプロセス実装、イベント実装の変化（プロセ
ス記録、イベント記録）を定期的に報告すること。
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ＩＶＩコンポーネントの要件（アプリ実装）

• エッジコントローラーではないＩＶＩコンポーネント（連
携ターミナルと直接通信しないアプリ実装）は、通
信先となるエッジコントローラーを１つ指定する。

• エッジコントローラーとアプリ実装が、異なるエッジ
デバイス上で実装されている場合、その間の通信
方法は規定しない。

• エッジコントローラーは、登録されたアプリ実装に
対するメッセージを連携ターミナルから受信した場
合はすみやかにアプリ実装に送信する。

• エッジコントローラーは、登録されたアプリ実装か
ら受信したメッセージを、すみやかに連携ターミナ
ルへ送信する。
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ＩＶＩコンポーネントの要件（情報開示）

• アプリとして、サービスの単位で機能が記述されて
いること

•サービスは、１つ以上のプロセスと必要なデータに
よって記述されていること

• プロセスは、関係するデータとイベントによって記
述されていること

•外部とやりとりするデータは、構成する項目によっ
て記述されていること

•サービス、プロセス、データは、共通辞書によって
関係づけられていること
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インテグレーターの仕事

• エッジデバイス上で、ＩＶＩコンポーネントを、アプリ構成
モデルとしてインストールし、必要な情報を設定する。

• 連携マネージャー上で、アプリ構成モデルの定義ファ
イルを読み込む（アプリ構成モデル、サービス構成モ
デル、プロセス構成モデル、データ構成モデル、イベン
ト条件モデル、辞書ヘッダ）

• アプリ構成モデルに対して、インストールしたエッジデ
バイス、およびエッジコントローラーを対応づけ、アプリ
実装として展開する。

• 必要に応じて、アプリ実装の内容（サービス実装、プロ
セス実装、データ実装）を編集する。

• 将来のデータ取引に備えて、データ実装についてサン
プルデータを２，３登録しておく。
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データ流通の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

マーケティング担
当者、取引先営業、
契約担当者
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取引契約フェーズ

•サブスクリプション型
• データ提供者型が自ら設定したトリガーにより、データ
を利用者へ送る。データの種類や送信タイミングは
データ利用者は指定できない。データ提供者１に対して、
複数の利用者を設定で、設定されたサブスクライバー
向けに同一のデータを複数送信する。

• クライアントサーバー型
• データの利用者がデータの提供者に対して、データの
種類について要求し、可能なデータ構造について調整
して決定する。実際のデータは利用者側からのトリガー
により提唱者側がデータを送信する。データの利用者
は提供者に対して、パラメータを送ることができる。
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クラサバ型の取引契約プロセス

53

利用側 提供側

取引要求メッセージ

条件付承諾メッセージ

取引開始メッセージ

クラサバ型では、最短でも、提供側の回答を待って利用側が開始を決定する。

データの
利用者

データの
提供者

スタート
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パブサブ型の取引契約プロセス

54

利用側 提供側

提供可能
メッセージ

プロファイル照会

連携
サーバー

取引要求メッセージ

取引要求メッセージ

取引承諾メッセージ

取引開始メッセージ

パブサブ型で
は、サーバー
がデータをサ
ブるクライバー
に配信するこ
とで、提供側
の一回のデー
タ送信に対し
て、複数の契
約を対応させ
ることができる。

データの
利用者

データの
提供者

スタート
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取引契約プロファイルの定義

• 取引契約プロファイルとは、2者間でデータを流通する
場合に、そのデータ内容とデータの提供方法および
データの利用方法について定め、かつそれに伴う権利
や義務を定めたものである。

• 取引契約プロファイルは、その一部として、取引データ
プロファイルと取引サービスプロファイルを含む。取引
データプロファイルでは、データ流通を行う際のデータ
の型によって示す。取引サービスプロファイルでは、
データの提供者、利用者それぞれのサービスの型を
プロセスとイベントによって示す。

• 取引契約プロファイルは、データ流通を行う2者が、そ
の内容を合意し、サーバーに永続化した時点でそこに
記載された内容について契約が成立したものとみされ
る。
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コーディネーターの仕事（利用側）

• データを利用するサービスおよびプロセスを選択し、
そこで必要なデータを設定されているデータ実装から
指定する。データ提供側の事業者および連携ターミナ
ルを検索し選択するか、外部の手段により入手しそのＩ
Ｄを指定する。

• データ取引の契約にあたって必要な情報として、利用
側のサービス、プロセス、データ構成を共通辞書に置
き換える。また、データを利用するプロセスの実施形
態、イベント記録と提示方法なども設定する。

• データ取引の契約のひな形から適切なものを選択し、
必要に応じて内容を修正する。

• 回答期限を設定し、取引相手の連携ターミナルに取引
要求メッセージを送信する。拒絶通知、または期限が
過ぎたら、不成立として終了。
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コーディネーターの仕事（利用側、続き）

• 仮承諾通知（条件付き承諾）を受信した場合は、返信
内容を確認する。契約内容、サービス内容、データ内
容がすべて問題なければ、確定メッセージを返信し取
引開始する。

• 一部修正が必要な場合は、修正した取引要求メッセー
ジ（条件付き承諾）を送信する。また、内容では不十分
である場合は、取引要求キャンセルメッセージを送信
し、不成立として終了する。

• ひとつの案件に対して、条件付き承諾を相手に通知し
た場合は、再度条件付き承諾メッセージを受け取るか、
取引開始メッセージを受け取るか、取引不成立メッ
セージを受け取るかのいずれかとなる。

• 取引が成立した場合は、該当するアプリのサービス実
装に対して、データのリクエストおよび受信設定を変更
しスタンバイ状態とする。（以降は、システムが自動で
対応）
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コーディネーターの仕事（提供側）

• データ要求メッセージを受信した場合に、依頼元の連
携ターミナルおよびその事業者が、確かに取引相手で
あることを確認する。また、利用プロセスに問題がない
かを確認する。不信であれば拒否メッセージを返信し
終了する。

• 依頼された提供データが、自社の連携ターミナル内に
実装されたサービス、およびプロセスで生成または管
理しているものであるかを確認する。なければ、拒否
メッセージを返信し終了する。

• 要求されたデータ（取引データ構成、取引データ項目）
と、データ実装および個別辞書のデータ項目定義との
間で対応づけテーブルを作成する。

• データ取引に設定パラメータがある場合には、パラ
メータに対応して提供するデータ内容を変更できるか
をあらかじめ確認する。
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コーディネーターの仕事（提供側、続き）

• 取引要求を承諾（条件付き許諾）する場合は、提供可
能なデータの構成および提供するサービスがあるかを
確認し、リクエストに対応したデータ実装を提供できる
状態にあることを確認する。

• データ取引契約において、データの利用方法について、
権利関係、記録の提供方法、利用期限や実績に対応
した報酬の支払い条件などを確認する。

• 取引確定メッセージを受信したら、すでに作成した対
応づけテーブルにあるデータ実装側について、該当す
るサービス実装、およびプロセス実装がデータ提供可
能なように、スタンバイ状態とする。

• パブサブ型の場合は、あらかじめ提供するデータ実装
をサービス／プロセス／イベント実装を確定したうえで、
データ提供を先行させ、データ取引要求をその後で受
け付けることも可能となる。
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データ流通の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

調達担当者、出荷
担当者、現場の業
務担当者
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取引契約データ１

データ内容

ＨＣＴ ＨＣＳ ＨＣＴ ＥＣＵＥＣＵ

ＩＤ

ｽﾃｰﾀｽ

時刻

ＩＤ

ｽﾃｰﾀｽ

時刻

ＩＤ

ｽﾃｰﾀｽ

時刻

ＩＤ

ｽﾃｰﾀｽ

時刻

ＩＤ

ｽﾃｰﾀｽ

時刻

PLU ID

PLU 名
共通辞書
個別辞書Ａ
個別辞書Ｂ

サービスＩＤ
サービス名

サービス実績

相手側のＨＣＴのデータは、定期的にサーバー間で通信することで同期をとる

契約詳細

データ詳細

１つのＰＬＵには複数のＤＣＭを含む場合がある
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フォルダをＥＡＵとした場合

業務アプリ
（出荷管理など）

Ｅｘｃｅｌ
帳票
印刷

当日出荷.csv

製品

＋

フォルダ（C¥出荷）

×

ＣＳＶで
入力

ＥＲＰまたは

受注管理アプリ
など

ＣＳＶで
出力

これまで
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ベトナム工場

これからフォルダをＥＡＵとした場合

業務アプリ
（出荷管理など）

Ｅｘｃｅｌ
帳票
印刷

当日出荷.csv

製品

＋

ＣＳＶで
入力

フォルダ（C¥出荷）

×

HCT

日本の本社

HCSHCSHDS インターネット

ＥＲＰまたは
受注管理
アプリなど

×
ＣＳＶで
出力

当日出荷.csv

HCT

日本語

ﾍﾞﾄﾅﾑ語
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クラウドＤＢ型との構成上の違い

ＩｏＴ端末

クラウドＤＢ

表示デバイス

ひと
機械

G/W G/W

ＩｏＴアプリ

表示アプリ登録アプリ

①登録ア
プリでデー
タを登録

②表示アプリで見
える化を設定

③欲しい情
報をその都
度表示

ＩｏＴ端末

ＩｏＴアプリ 表示アプリ

表示デバイス

ひと
機械

HCS

HCT HCT

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

②必要なデータをﾌﾟ
ﾛﾌｧｲﾙで指定

✓ データはエッジ内で管理できます
✓ 既存アプリがそのまま使えます

③既存の表
示アプリで
見える化

①エッジ内に
データを保存
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データ流通の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

経理担当者、品
質担当者、経営
戦略室スタッフ
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トレーサビリティの管理

サービス実績

ＥＣＵ

ＥＣＵ名

取引開始日時

取引終了日時

ＥＣＵ状態

ＥＤＵＩＤ / ＥＤＵ名 / 実施日時 / 実施状態/実施パラメータ値/メッセージ

実施パラメータ名

表示範囲 FROM               ～ TO

ＩＤ 名称 日時 状態 値 メッセージ

ＩＤ 名称 日時 状態 値 メッセージ

ＩＤ 名称 日時 状態 値 メッセージ

ＩＤ 名称 日時 状態 値 メッセージ

・・・ 名称 日時 ・・・ 値 ・・・

登録されたＥＤＵであれ
ば異なる複数のＥＤＵで
実施される場合がある

状態および実施パラ
メータは取引契約時
に設定する。

ＣＳＶ出力
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データ証明

ＤＣＭaの実レコード１

ＤＣＭaの実レコード２

ＤＣＭaの実レコード３

ＤＣＭaの実レコード４

ＤＣＭbの実レコード１

ＤＣＭbの実レコード２

ＤＣＭbの実レコード３

HASH HASH

HASH

ＤＣＭ単位での
データ証明用

ＰＬＵ単位での
データ証明用

証明用のＨＡＳＨは
ＨＣＳ上で管理し、
ブロックチェーン化
する。

ＰＬＵのＩＤと該当データのハッシュを送り、保管されえいる内容と一致する場合
は証明書が返送される。

ＰＬＵのハッシュまたはＤＣＭのハッシュを送り、それがどのトランザクションで利
用されたかを照会する。

１

２
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トランザクション証明

データ取引レコード1

データ取引レコード2

データ取引レコード3

データ取引レコード4

・・・ 常に増え
続ける

●月●日分の
レコード

HASH

HASH

翌日分の
レコード

HASH

・・・
HASH

ＨＣＳにてトランザクション
を証明

ＨＣＳにてトランザクション
を記録（保管）

✓ 過去のトランザクションデータは、
適宜オフライン化してもよい。

✓ ＨＣＳ上のＨＡＳＨはサーバー間で
もブロックチェーン化して管理
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もくじ

1. IVIのご紹介

2. ものづくりデータ取引とは

3. ＣＩＯＦアーキテクチャー概要

4. システムの実装方法と動作イメージ

5. ステークホルダー別ビジネスモデル

6. 今後のスケジュールとビジネス展開

7. プロジェクトへの参加方法

8. 質疑応答
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対象となるステークホルダー

1. 自社の経営課題を解決するためにデータを活用
する事業者（エンドユーザー）

2. 装置やデバイスなどデータで外部と接続する製
品を提供する事業者（デバイスメーカー）

3. 外部データを活用するソフトウェアを顧客に提供
する事業者（ソフトウェアベンダー）

4. デバイスやソフトウェアを用いて業務システムを
構築する事業者（システムインテグレーター）

5. 業務データを用いてその企業に対してサービス
を提供する事業者（データアナライザー）

6. 自社または他社から得られたデータを有料で提
供する事業者（データプロバイダー）
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エンドユーザーの価値創造

71

■エンドユーザー（中小企業）
①現場と事務所が直結し最新の問題共有（Ｓ１－１）
②実際原価の見える化で利益率の向上（Ｓ１－２）
③データに基づく管理で高度な品質保証（Ｓ１－３）

■エンドユーザー（大企業）
①海外拠点のリアルな遠隔オペレーション（Ｓ２－１）
②データ資産の棚卸と部門間での有効活用（Ｓ２－２）
③工場のIT投資におけるROIの実情把握（Ｓ２－３）

■エンドユーザー（共通）
①取引先との現場レベルでのシームレスな連携（Ｓ３－１）
②製造業のサービス化、知識集約化への対応（Ｓ３－２）
③現場作業者のスキル向上、技能伝承とBCP対応（Ｓ３－３）
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プロバイダーの価値創造

72

■エッジプラットフォーマー
①海外展開（中国、ＥＵ）における販促必須ツール（Ｓ４－１）
②パートナーシップによるWin-winビジネス展開（Ｓ４－２）
③販売網の強化とインテグレーターの価値形成（Ｓ４－３）

■ITプラットフォーマーとSaaSプロバイダー
①従来のアプリを利用回数に応じた課金方式で展開（Ｓ５－１）
②提供するアプリが必要なデータを外部から収集（Ｓ５－２）
③多様なアプリでプラットフォームの機能を拡充（Ｓ５－３）

■システムインテグレーター（ラインビルダ―）
①インテグレーションコストの削減（Ｓ６－１）
②新規ベンダーやサプライヤーとのつながり（Ｓ６－２）
③顧客とのつながりとフィードバック（Ｓ６－３）
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スタートアップ企業の価値創造

73

■データアナライザー
①データ収集コストを削減、オペレーションを分離（Ｓ７－１）
②新規開発や機能検証のためのトライデータの取得（Ｓ７－２）
③データ辞書の拡充、インターオペラビリティの確保（Ｓ７－３）

■データプロバイダー
①優良で多様なデータソースによるサービス提供（Ｓ８－１）
②サービスに利用したデータの入手経路の保証（Ｓ８－２）
③データ流通ビジネスの段階的なスケールアップ（Ｓ８－３）
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エンドユーザー（中小企業）

74

短納期で顧客仕様の部品加工が売りであるA社は、日々急ぎの注文を

現場に出向き、現場と一体となってこなして来たが、昨年竣工した新工
場は、事務所から50m離れた敷地にある。新工場で独自に作成した直
近の稼働予定に対して、CIOFにより新たな引合をExcel感覚で追加し、
図面や仕様も参照しながら確実な納期設定を行っている。（Ｓ１－１）

一回限りの個別受注で終わる場合と、比較的リピートが見込める受注が混
在するB社では、これまで製造原価の把握が十分にできておらず、売上高
の増加が利益に結び付いていなかった。CIOFでこれまでとれていなかっ

た、作業実績もあわせて収集し、設備の償却や作業者のレートも加味した
価格設定としたことで利益率が大幅に向上した。 （Ｓ１－２）

航空宇宙および医療機器関連の精密部品加工を得意とするC社は、メーカーが

要求する品質管理の基準に沿った管理とは別に、自社独自の基準で品質デー
タをロットごと、工程ごと、設備ごとに記録し、CIOFでその内容を第三者による

認証データとして管理している。メーカーで起きた品質トラブル時に、これらの
データを用いて、自社の提供部品に品質上問題がないことを証明できた。 （Ｓ１
－３）

現場と事務所が直結し最新の問題共有

実際原価の見える化で利益率の向上

データに基づく管理で高度な品質保証

2023想定
シナリオ
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エンドユーザー（大企業）

75

電子機器大手メーカーであるA社は、中国工場の生産能力の一部を

ベトナムのハノイにある工場を拡張する形で移管した。この際に、国
内のマザー工場の機能も部分的に持たせるためにCIOFにより現地

の生産ライン立ち上げ時のデータを国内でもオンラインで把握できる
ようになり、中難度の生産ラインは現地対応が可能となった。 （Ｓ２－
１）

事務用精密機器メーカーのB社は、欧州の中堅メーカーS社を
M&Aによって統合し海外展開の足掛かりを得た。生産性が低い
現地工場のオペレーションを統合するにあたり、CIOFにより現状

のデータ資産の棚卸を行うことで問題点を把握し、現状の生産プ
ロセスを大きく変えないままで、経営統合を実現した。 （Ｓ２－２）

産業機械の総合メーカーC社は、多岐にわたる事業部門を有し、
それぞれの事業部が独自のIT化を進めてきた。自主独立と多様
性を重視する経営方針から、ITシステムの統合はしないが、CIOF

により共通な指針とKPIにより、ITの投資対効果を把握するととも
に、共通化できる機能を集約しコストも大幅に削減できた。 （Ｓ２－
３）

海外拠点のリアルな遠隔オペレーション

データ資産の棚卸と部門間での有効活用

工場のIT投資におけるROIの実情把握

2023想定
シナリオ
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エンドユーザー（共通）

76

1品目あたり日に平均2000個で毎日70品目を大手自動車メーカーに
納入しているA社は、生産プロセスの一部を委託しているS社に対して
出荷時の全数検査を義務づけていた。CIOFで工程内検査データを共

有することと引き換えに、出荷時は抜き取り検査に切替えたが、品質
エラーは逆に減り、カンバンサイクルを48時間に短縮できた。 （Ｓ３－
１）

福祉関連機器を製造販売するB社は、製品のライフサイクルが短く、
平均1年で新製品を発表しているが、過去に販売した製品の保守
パーツについても10年間の供給義務も追う。CIOFにより、在庫として

ではなく生産方法に関するデータとして保持し、製造サービスに特化
したスタートアップ企業がそれを一括して請け負っている。 （Ｓ３－２）

現場作業者の高齢化が進むC社では、ISOや社内標準などを定めて

はいるものの、新たな顧客要望や、日々のカイゼンに応じた更新が
追い付かず、実態との乖離が起きている。CIOFでベテラン技能者の

仕事の進め方をまず把握した上で、実現可能なあるべき姿を設定し、
技能伝承やBCPのチェックリストとして活用している。 （Ｓ３－３）

取引先との現場レベルでのシームレスな連携

製造業のサービス化、知識集約化への対応

現場作業者のスキル向上、技能伝承とBCP対
応

2023想定
シナリオ
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エッジプラットフォーマー

77

海外の売上比率が5割を超える製造装置メーカーであるＡ社は、

世界に販売拠点をもち新しいデジタル化の波にのり成長してい
る。上位のERPシステムとの統合のニーズが高まり、現地の
ERPベンダーとつながるオープンなCIOF準拠の機器が調達要
件となり、新たな海外市場の開拓に大きく寄与している。 （Ｓ４
－１）

FAデバイスメーカーであるB社は、FA装置や生産ラインの設計と設

置のためのソフトウェアを合わせて提供し、自社製品を用いたシステ
ムインテグレーションの環境をパートナー企業に提供している。これ
までは機器間の接続が中心だったが、CIOFによりエッジを超えた外
部のソフトウェアとも連携可能となり、販路が広がった。 （Ｓ４－２）

国内大手のFA装置メーカーであるC社は、自社の装置を取り扱うシス
テムインテグレーター（SI）企業を組織化し、技術情報やマーケット情

報を共有しながらエンドユーザーへの顧客価値の向上を図っている。
CIOFにより、エンドユーザーの実際のデバイス利用の状況が得られ
るため、販売プロモーションや戦略立案に利用している。 （Ｓ４－３）

海外展開（中国、ＥＵ）における販促必須ツール

パートナーシップによるWin-winビジネス展開

販売網の強化とインテグレーターの価値形成

2023想定
シナリオ
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ITプラットフォーマーとSaaSプロバイダー

78

Ａ社が開発、販売している設備の稼働管理アプリは、稼働データが得
られる工場内でしか利用できなかった。クラウド版もあるが、顧客の
強い要望で、データを社外に送信することができず、販売は伸び悩ん
でいた。CIOFにより、オンプレミス型のソフトウェアに対しても、必要
最低限のデータをクラウド側で取得し課金を可能とした。 （Ｓ５－１）

設備診断、故障予知システムをクラウド上でSaaS提供しているB社

は、より多くの種類の設備から、より多くの稼働データと故障データを
集めることでその精度を向上させることができるが、実証実験止まり
でそこから先に進めずにいた。CIOFにより新たな事例企業のデータ
を得ることができ、ビジネスを軌道に乗せることができた。 （Ｓ５－２）

それぞれの分野で定評のあるアプリをそろえ、トータルソリューショ
ンとしてクラウド上でソフトウェアを提供するC社は、データ連携す

るための独自の仕掛けを開発し、各アプリに対して対応を依頼し
ている。CIOFにより、接続がさらに容易で安価になり、これまでに
ない小規模で優秀なアプリが集まり機能が充実した。 （Ｓ５－３）

従来のアプリを利用回数に応じた課金方式で展開

提供するアプリが必要なデータを外部から収集

多様なアプリでプラットフォームの機能を拡充

2023想定
シナリオ
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システムインテグレーター（ラインビルダ―）

79

大手製造業Ｓ社の生産ライン構築が売上の7割を占めているＡ社は、

得意先の生産ラインを構成するさまざまな工作機械や装置からデー
タを収集し、工場全体の見える化のしくみを提供している。CIOFによ

り、個別のインテグレーションコストが大幅に削減し、より付加価値の
高いシステム構築に資源を投入できるようになった。 （Ｓ６－１）

医療機器関係の生産ラインの自動化を得意とするラインビルダ―の
B社は、国内外で100社以上の装置ベンダー、機器メーカー、そして

ソフトウェアベンダーと取引がある。デジタル化の進展で技術進歩
のスピードが速いが、CIOFのプロファイルを参照することで、常に
ベストな技術をもつパートナーと連携することができている。 （Ｓ６－
２）

主に中堅、中小製造業向けに、ターンキーで自動化ラインを短納期で
提供しえいるC社は、システム導入後のサポートのための人員が確保
できず、アフターサービスが十分に行えていなかった。CIOFにより、生

産システムの稼働履歴が工場側でモニタリングし蓄積されているため、
そうしたデータを用いた効果的なサポートが可能となった。 （Ｓ６－３）

インテグレーションコストの削減

新規ベンダーやサプライヤーとのつながり

顧客とのつながりとフィードバック

2023想定
シナリオ
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データアナライザー

80

AIを用いて品質検査の受託サービスを行っているスタートアップ企
業のA社は、これまでは対象顧客ごとに、指定された生産ラインに出

向き、機器の設置やデータの検証、そして契約内容の個別交渉まで
を行っていた。CIOFにより、こうした個別の顧客に対応した立ち上
げ工数が不要となり、スケーラビリティが大幅に高まった。 （Ｓ７－
１）

すでにCIOFを用いて多様なデータを管理している大手製造業X社

からの要望で、新しいデータ活用の依頼を受けたコンサルタント企
業のB社は、斬新なアイデアをもとに仮説の検証をスタートさせた。
検証用に限定した契約により、CIOFのプロファイルから適切なデー
タを選定し、実現可能な新たなデータ活用の提案を行った。 （Ｓ７－
２）

より広範な事実データをもとに設備の故障予知の情報を提供してい
るC社は、故障データをできるだけ多くの企業から集めるために、辞

書のフォーマットが、故障データを提供する企業に受け入れられや
すいものとしたい。CIOFに登録された利用頻度の高い辞書を順に
採用したことで、これまで以上に多くのデータを収集できた。 （Ｓ７－
３）

データ収集コストを削減、オペレーションを分離

新規開発や機能検証のためのトライデータの取得

データ辞書の拡充、インターオペラビリティの確保

2023想定
シナリオ
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データプロバイダー

81

工場から設備の稼働データや在庫データなどを買い取り、対象
工場の取引先や金融機関などに有償で販売するビジネスを展開
するA社は、CIOFを用いて、顧客からの要望を、具体的かつ実

際に収集可能な対象企業の提供データと対応づけ、それらを編
集しオンデマンドで顧客にレポートするしくみを構築した。 （Ｓ８－
１）

ビックデータをもとにAIビジネスを展開するスタートアップ企業のB社
は、AIの学習精度を高めるとともに、集めたデータの入手先に関す

るプロファイルを整備することで、データの品質保証を行うことになっ
た。CIOFにより、AIの学習データすべてをIDで管理し、その提供者
や、実際の装置IDや設置場所なども特定可能となった。 （Ｓ８－２）

新しいデータ流通の形態として、データ化された加工技術のノウ
ハウを、データ提供者からプロファイルの形で受け取り、データ利
用者がそれを利用した時点でマージンを受け取るビジネスモデル
を展開するスタートアップ企業C社は、高いセキュリティとトレーサ
ビリティが期待できるCIOFでビジネス展開している。 （Ｓ８－３）

優良で多様なデータソースによるサービス提供

サービスに利用したデータの入手経路の保証

データ流通ビジネスの段階的なスケールアップ

2023想定
シナリオ
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エンド
ユーザー

システム
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｰ

データ
アナライザー

データ
プロバイダー

デバイス
メーカー

ソフトウェア
ベンダー

対象となるステークホルダー

取引先とデータでつ
ながりビジネスを拡
大したいユーザ企業

社内のデータを活用
しガバナンスを強化
したいユーザ企業

業務アプリケーショ
ンの開発ベンダー

IoT機器や装置を
提供するメーカー

インテグレーションサー
ビスを手掛けるＳＩ企業

要求仕様を満たす生産ライ
ンを構築するラインビルダ―

設備診断や予知保
全などの設備管理
を代行する事業者

業務データによる診断や指導を
行うコンサルティングファーム

データ流通サー
ビスを手掛ける
プロバイダー

データによる与信
管理や品質管理
を代行する事業者

アプリケーションをSaaS

提供するプロバイダー
82
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サービス（お金）の流れ

データ
アナライザー

デバイス
メーカー

エンドユー
ザーの
取引先

エンド
ユーザー

システム
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｰ

データ
プロバイダー

連携基盤
開発保守

ソフトウェア
ベンダー

ＩＶＩ

事業収益

システム
構築費

デバイス費

ソフトウェア
開発費

保守費

ライセ
ンス費

登録費
認証費

サービス費

通信費
照会費

データ
利用費

登録費
利用費

ライセ
ンス費

保守費

保守費
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ＮＥＤＯプロジェクト応募体制図
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アップ
企業

幹事
企業

ＹＲＰユビキタス
ネットワーキング研究所

ものづくりＡＰＳ
推進機構

外
注

エッジプラットフォーム企業 ＩＴプラット
フォーム企業

申請中
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プロジェクト全体の構成

86

三菱電機、安川電機、ＤＭＧ森精機、ジェイテクト、
ＳＣＳＫ、東洋ビジネスエンジニアリング、アプストウェブ

日立製作所、ＮＥＣ、東芝デジタルソリューションズ、富士通、
ＣＴＣ、ブラザー工業、ケー・ティー・システム、オムロン、デン
ソー、・・・ （募集中）

CIOFコンソーシアムメンバー

ミスズ工業、新東工業、・・・ （ＩＶＩメンバー）

CIOFプロジェクトメンバー

ＣＩＯＦユースケースメンバー

募集中

募集中

ＮＥＤＯプロジェクトの応募メン
バーとして国から補助金をうけ
てプロジェクトを推進する

ＩＶＩプラットフォーム、コンポーネント
企業として、連携ターミナルに接続す
る機器やソフトウェアを開発する

ＩＶＩメンバーが、ＩＶＩコンポーネント
を用いて業務シナリオまたはユー
スケースをプロジェクトメンバーと
ともに開発する
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ＩＶＩＭの問題解決サイクル

困りごと

System

Exploration 

問題発見

AS-IS 

モデルSystem

Recognition

問題共有

TO-BE 

モデル

System

Orchestration

課題設定

デジタルトランス
フォーメーション

87

現実の
しくみ

System 

Realization

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3
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ＩＶＩ業務シナリオの３つのカテゴリー

• PoC型：先進的な手法や技術にトライする実証実
験の場として参加したい。
→従来の業務シナリオと同等にＴＯ－ＢＥシナリオ
に対する実現可能性の評価のレベル

•堅実実装型：高度でなくてもよいのが実際的で安
価に実装できるツールを試したい。
→いかに簡単に、いかに低コストでできたかという
実装までのプロセスを重視

• CIOF連携：CIOFにより企業を超えたデータ流通
をプラグインで実装ができるか試したい。
→これまではできなかった業務プロセス、ビジネス
モデルを実現できるかがポイント

88

これに相当する
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業務シナリオＷＧとＣＩＯＦの関係

89

コンポーネ
ント（ＡＰＰ）

業務シナリ
オＷＧ

ＣＩＯＦ技術
ＴＦ

業務シナ
リオ

（チャート）

ＩＶＩ
個別辞書

現実のス
キーマ

API実装 実装済
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

実稼働シ
ステム

ユーザー企業

ＩＴ企業
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ＣＩＯＦワークショップ

製造業オープン連携フレームワーク（ＣＩＯＦ）に対応したより
多くのＩＶＩコンポーネント、ＩＶＩプラットフォームをＩＶＩの会員企
業が提供するとともに、そうした製品またはサービスを、ＩＶＩ
のメンバーが活用し、つながるしくみの一部として確実に実
装できるように、必要となる知識と技術を提供し、必要に応じ
て会員間の相互の理解とネットワークづくりに貢献する。

90

ＣＩＯＦと接続する機器およびソフトウェアを実装する開発担
当エンジニア
自社の機器およびソフトウェアの機能を、ＣＩＯＦと接続するよ
う設計するエンジニア
自社の業務またはＩＶＩの業務シナリオを、ＣＩＯＦを利用して再
定義したいマネージャー
ＣＩＯＦをベースとした業務改革や投資のための技術的評価
をしたいマネージャー
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ＣＩＯＦ－Ｖ２開発スケジュール

•詳細設計ＦＩＸ・・・２０１９年６月
関連ＡＰＩの仕様公開。取引実施フェーズで利用す
るＡＰＩテスト用のモック提供

•辞書登録用ツール提供・・・２０１９年７月
辞書データ保存は暫定サーバー。共通辞書の公
開および利用可能。

•サービス開始・・・２０１９年９月
基盤部分（連携サーバー、辞書サーバー、連携
ターミナル）開始。連携マネージャはオンプレ版。

•最終版完成・・・２０１９年１２月
連携マネージャと連携ターミナルの統合。実証実
験での本格利用可能。

91
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2019年度の主要な開発項目

•取引プロファイルの検索機能

• ＨＣＴローカルでのデータ（値）変換機能

•契約フェーズでのネゴプロセス対応

• メッセージのハッシュ登録機能

•取引履歴、実施履歴の登録照会機能

• メッセージ内ＤＣＭの階層化対応

• ＨＣＭとＨＣＴとの統合データ管理

• ＨＣＭとＨＣＴの保守サービスの省力化対応

• ＨＣＭのＵＩのＷｅｂアプリ化対応

•辞書マップの半自動生成（トライ）←ＡＩ開発要件
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システム運用時のボリューム（イメージ）

• ＨＣＴの数は１０～最大１００程度

• ＨＣＴにつながるＥＣＵは１～最大１０程度

• １送信データは１０Ｋ～１０Ｍバイト（平均１００Ｋ）

• １分あたり１ＥＣＵから最大１０程度のデータ送信

•取引契約フェーズでのレスポンス最大５秒程度

•取引実施フェーズでのレスポンス最大１分程度

•取引確認フェーズでのレスポンス最大１０秒程度

•履歴のオンライン保持60日間
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認証のしくみ（今後の計画）

• ハードウェア認証
• 固有のＩＤカードやＩＣチップなど、唯一性が保証された物理
的なモノと対応付け、そのモノを保持していることで認証する。

• ソフトウェア認証
• ランダムに生成したユニークなＩＤと、他者が知り得ない乱数
値やパスフレーズを組み合わせ、そのパスフレーズを示すこ
とで認証する。

• セキュリティ認証
• サイバー攻撃や悪意のある操作、あるいは作業者のミスに
対してもシステムが安定稼働できるしくみとなっているかを
認証する。

• 機能適合認証
• ＥＣＵ、ＥＤＵ、ＥＡＵがもつ機能が正しく定義されており、それ
が実行された時点でその事実を報告するなどの必須事項の
有無により認証する。
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ＣＩＯＦの運営費用

ＣＩＯＦ接続ライセンス（開発／登録ライセンス）
ＣＯＩＦ連携ターミナルに接続する機器やソフトウェアを開発また
は販売する企業がもつライセンス。ＩＶＩプラットフォーム、ＩＶＩコン
ポーネント単位で申請し、承認される必要がある。ＩＶＩ会員でかつ
ＩＶＩプラットフォームの申請が必要。

ＩＶＩコンポーネント ・・・・ ４０万円（大）／ ２０万円（小）
ＩＶＩプラットフォーム ・・・ ２００万円（大）／１００万円（小）

ＣＩＯＦ利用ライセンス
ＣＩＯＦ連携ターミナルに接続する機器やソフトウェアを利用して、
実際にものづくりデータを他のサイトにある連携ターミナルとやり
とりするために必要なライセンス。ＩＶＩの会員である必要はない。

２０２２年３月まで ・・・・ 無料
２０２２年４月より ・・・・ １０００円～１万円／月

95

これは計画であるため、内容は変更される場合があります。
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ロードマップと開発目標

最小実行可能モデルのすべての機
能を実装し、安定した運用とサポー
トによってサービスを開始する

ユーザーが安価に選択および実装
できるように、パートナーのサービ
ス運用を開始する

規模拡大とセキュリティの向上のた
めに、実装アーキテクチャを再設計
しシステムを再構築する

配達証明が利用できるように、ハー
ドとソフトの両方で強固な認証シス
テムを可能とする

オープン思考でシステムを拡大し、
データ経済の国際的な規則や標
準の策定にも貢献する

自律学習可能な共通辞書の開発に
関する予備的研究として辞書単語
と関係データを集める

取引契約フェーズで個々のユー
ザーに正しい単語とマッピングを推
奨する辞書の追加機能を設計する

個別辞書と共通辞書の間でＡＩを
用いた自動翻訳の技術を適用し
その効果を検証する

状況に応じた履歴データを使用し
て、データ取引に関する辞書変換
と流通プロセスを最適化する

データ取引はAIによって監視され、

不正使用、および当事者のランク
付けと評価を計算可能とする

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

主な開発目標 技術的な新規性
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IVIプラットフォーム＆コンポーネント

98

グレード１

グレード２グレード３

提供する製品やサービス単位（コン
ポーネント単位）で、その仕様を
IVIMのモデルに準拠した形で提出
し、その仕様の内容がIVIメンバー内
で共有可能な状態となっている。

提供する製品やサービスが、IVIMの実装プロセスに従っ

て実証実験等で実装され、その内容がユースケースとして
公開され、かつ実装手順が開示されている。

異なる製品やサービス
間での接続可能性、相
互運用性のためCIOF

のAPI機能を有し、連携

ターミナルを介して
CIOFテストベットにて

認証試験に合格し基準
を満たしている。
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グレード１申請必要な情報（データ）

1. スコープの定義
・・・業種、業態、業務、成熟度

2. 機能の定義
・・・特徴、効果、内容

3. モデルの定義
・・・ＩＶＩモデラー、ＣＩＯＦ辞書ツール

4. ユースケースの定義
・・・やりとりチャート、ロジックチャート

5. サンプルの定義
・・・モノコトチャート、見える化チャート

6. 料金とサポートの定義
・・・定型フォーマット

7. （オプション）利用実績の登録
・・・別途ツール、ＩＩＣとの協業など

99

まずはグレード認定を申請
しましょう。グレード１は、
必要情報、データを登録す
ることでクリアできます。
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ＩＶＩプラットフォーム公開ページ

10

0
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コンポーネントの定義

10

1

モノ（デバイス）定義

情報の定義

ユースケース（シナリオ）定義
コンポーネントチャートによる記述例

グレード申請にあたり
内容や利用シナリオ
を定義してください。
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ＩＶＩコンポーネント基本情報の登録

10

2

機能概要

ユースケース

基本情報

コンポーネントの機能を定義ため
さらに「データ」「プロセス」「イベン
ト」について内容をツールを用いて
設定します。この内容をもとに

CIOF連携のしくみが構築されます。
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海外連携とＭｏＵ

China Academy of 

Information and 

Communications 

Technology, CAICT

Industrial 

Internet 

Reference 

Architecture

Industrial 

Data Space 

Reference 

Architecture

Reference 

Architecture

Model 

Industrie 4.0

Industrial 

Technology 

Research Institute 

of Taiwan

Allianz Industrie

4.0 Baden-

Württemberg
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ハノーバーメッセ出展（計画中）

•日時：HANNOVER MESSE 2020, 20 - 24 April

• ＲＲＩ、ＪＥＭＡ、ＩＶＩで同じエリアをシェアする方式

•予算は、合計で１５００万円、ＩＶＩ負担は５００万円
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バックヤード

打合せス
ペース

参加企業
↓

１社１００万円
（５０万円から）

現地の滞在費、設備の
設置などは含まれていま
せん。
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https://iv-i.org/wp/ja/

一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ
Industrial Value Chain Initiative

【事務局】〒103-8548 東京都中央区日本橋小網町14-1モノづくり日本会議内
(TEL.03-5644-7140 FAX.03-5644-7209)

■一般的なお問い合わせ office@iv-i.org

■技術的なお問い合わせ tech_admin@iv-i.org

■入会、その他 member_admin@ivi-i.org

お
問
合
せ
先



一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

付録１ 辞書登録画面



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

データ構成モデル（個別辞書）
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個別辞書を選択 データ構成モデルを新たに設定 データ構成モデルに属する項目を
設定する。

データ構成モデルの連結関係
（参照のみ、定義は別シート）

データ構成モデルの連結のためのキー
の構造（参照のみ、定義は別シート）
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データ連結モデル(個別辞書）
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連結元となるデータ構
成モデルを指定

連結先となるデータ構
成モデルを指定

選択されたデータ構成
モデルの項目リスト

選択されたデータ構成
モデルの項目リスト

連結のための主キー
のペアが設定される
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イベント条件モデル（個別辞書）
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個別辞書を選択 イベント内容を設定する。イベントには、“カレンダ”、“データ”、“プ
ロセス”、そして“外部定義”の４つの区分がある。

プロセスイベントの
場合は該当するプ
ロセスとイベント種
別を設定

データイベントの場
合はデータ項目プ
ロセスとイベント種
別を設定

データイベントの
対象となるモデ
ルを選択する

カレンダイベントの
場合は、さらに区
分を指定しする
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プロセス構成モデル（個別辞書）
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個別辞書を選択 プロセス構成モデルを
新たに設定する

プロセス手順は、データ構成モデルのイン
プットまたはアウトプットとして定義する

前提となる条件、結果となる条
件などを指定する
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アプリ構成管理
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エッジ資産管理で設定した
アプリ構成モデル

アプリ構成モデルに含ま
れるサービス（変更可能）

サービスに含まれる
プロセス（変更可能）

サービスに含まれる
イベント（変更可能）

アプリ構成モデルに
含まれるデータ（変更
可能）

ドラッグ＆ドロップ

ドラッグ＆ドロップ

ドラッグ＆ドロップ
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データ変換マップ（辞書用）
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①個別辞書のヘッダを選択する ②共通辞書のヘッダを選択する

③対応づけるデータ構
成モデルを選択する

④対応づける項目のペ
アを選択する。

⑤対応づける項目を選択した状態で登録ボタン
をクリックすると、指定したペアが表示される。


